
　

各
事
業
所
の
協
力
を
得

て
、
消
防
団
員
に
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
、
消
防
団
員
支
援
優

遇
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※�

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合

は
、
消
防
団
員
証
の
掲
示

が
必
要
で
す
。

　
県
内
に
事
業
所
を
持
つ
法

人
や
個
人
商
店
で
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
可
能
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
協
力
店
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市
内
協
力
店

・
開
泉
閣
（
小
城
町
）

　
利
用
料
金
の
５
％
割
引

・
龍
水
園
（
小
城
町
）

　
利
用
料
金
の
８
％
割
引

・
や
き
と
り
ラ
ー
メ
ン

　
ま
つ
し
げ
（
小
城
町
）

　

�

団
員
５
人
以
上
で
焼
酎
１

本
サ
ー
ビ
ス

・
菊
前
寿
司
（
牛
津
町
）

　
１
階
店
内
の
み
８
％
割
引

（�

ラ
ン
チ
、持
ち
帰
り
、盆・

正
月
除
く
）

・
松
乃
鮨
（
小
城
町
）

　

�

団
員
５
人
以
上
で
焼
酎
１

本
サ
ー
ビ
ス

 防災対策課（西館２階） 
【担当】古庄・右近　☎37・6119

消防団員を応援する
協力店を募集

小城市ホームページから
検索消防団員支援優遇制度

 環境課（西館１階） 
【担当】下川・久本　☎37・61０２

春の一斉清掃基準日は
４月1６日（日）

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
き
れ
い
に
し
ま

し
ょ
う
」
を
合
言
葉
に
市
民

や
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
清
掃
作
業
中

の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
作
業
の
際
は
自
分
自
身
の

安
全
確
保
を
行
い
、
事
故
な

ど
に
十
分
注
意
を
し
て
く
だ

さ
い
。

・�

清
掃
の
範
囲
は
、
集
落
内

の
生
活
雑
排
水
路
お
よ
び

地
区
公
共
施
設
（
公
民
館

な
ど
）
で
す
。

・�

清
掃
活
動
が
困
難
と
思
わ

れ
る
世
帯
（
高
齢
者
・
障

が
い
者
な
ど
）
へ
は
、
配

慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

 農村整備課（東館１階） 
【担当】江頭・三ツ家　☎37・61２7

幹線水路統一川
か わ

浚
さ ら

えに
伴う送水停止について

　
４
月
１６
日
㈰
に
小
城
市

で
、
４
月
２９
日
㈯
に
佐
賀
市

で
、
嘉
瀬
川
右
岸
幹
線
水
路

統
一
川
浚
え
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
川
浚
え
に
伴
い
、
次
の
期

間
は
右
岸
幹
線
水
路
へ
の
送

水
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

　
停
止
期
間
中
は
農
業
用
水

が
取
水
で
き
な
く
な
り
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

送
水
停
止
期
間

・
４
月
１４
日
㈮
～
１６
日
㈰

・
４
月
２８
日
㈮
～
２９
日
㈯

 市民課（西館１階） 
【担当】空閑・志波　☎37・61００

３月末と４月初めの土・日
曜日に窓口を開設します

　
３
月
・
４
月
は
、
入
学
や

就
職
、
転
勤
な
ど
で
住
所
変

更
が
多
い
た
め
、
土
・
日
曜

日
の
午
前
中
に
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。

開
設
場
所

　
市
民
課
（
西
館
１
階
）

取
扱
業
務

・�

住
民
異
動
届
出
（
転
入
・

転
出
な
ど
）

・�

住
民
票
、
戸
籍
な
ど
の
証

明
書
交
付

・�

印
鑑
登
録
お
よ
び
証
明
書

の
交
付

開
設
日
時

小城市ホームページから
検索年度末　窓口

３月 25日（土）

８時30分
～12時
（午前中のみ）

26日（日）

４月 １日（土）

２日（日）

3 小城市広報 2 0 1 7年4月号



お知らせ

 健康増進課（西館１階）  【担当】蘭・北古賀　☎37・61０6

子宮がん検診の受診医療機関を拡大します

　
４
月
１
日
か
ら
、
子
宮
が
ん

検
診
（
個
別
検
診
）
を
受
診
で

き
る
医
療
機
関
を
拡
大
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
小
城
市
が
指
定
し

た
医
療
機
関
で
の
み
受
診
で
き

ま
し
た
が
、
県
内
の
登
録
医
療

機
関
で
あ
れ
ば
、
子
宮
が
ん
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
20
～
30
歳
代

で
増
え
て
い
ま
す
。
早
期
に
発

見
し
、
治
療
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
検
診
を

活
用
し
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
20
歳
以
上
の
女
性

内
容　
問
診
、
視
診
、
内
診
、

　
　
　
細
胞
診

※�

６
カ
月
以
内
に
不
正
性
器
出

血
な
ど
の
症
状
が
あ
る
人

は
、
子
宮
体
部
ま
で
の
検
査

が
あ
り
ま
す
。

料
金　

　
頸
部
の
み
１
、７
０
０
円

（
頸
部
＋
体
部
２
、５
０
０
円
）

※�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入

者
、
生
活
保
護
世
帯
、
子
宮

頸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
対
象
者
は
無
料
で
す
。（
子

宮
頸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
は
５
月
中
旬
頃
、
対
象

者
へ
郵
送
し
ま
す
）

※�

年
度
内
（
４
月
～
３
月
）
に

集
団
検
診
ま
た
は
個
別
検
診

の
ど
ち
ら
か
一
方
で
し
か
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

※�

受
診
前
に
医
療
機
関
に
問
い

合
わ
せ
の
上
、
予
約
を
し
て

か
ら
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

小城市ホームページから
検索子宮がん検診

 小城公民館（ゆめぷらっと小城内）  【担当】南里・真子　☎73・3２1５

平成29年おぎ観桜大会が開催中です！

平成２9年　おぎ観桜大会日程一覧表（４月分）

第71回�小城観桜バレーボール大会　一般男女 ４月２日 三日月体育館　他

第22回�少林寺拳法観桜大会 ４月２日 桜岡小学校体育館

第48回�小城観桜バレーボール大会　婦人・シニア・寿 ４月９日 芦刈文化体育館　他

第40回�小城観桜少年サッカー大会 ４月８・９日 牛津総合公園グラウンド　他

第70回�小城観桜卓球大会 ４月16日 小城体育センター

第40回�おぎ観桜少年空手道競技大会 ４月16日 牛津武道館

第14回�おぎ観桜ミニバスケットボール大会�男子 ４月22・23日 小城体育センター　他

第71回�小城観桜大会兼
第62回�全九州バレーボール総合選手権大会佐賀県予選 ４月22・23日 牛津体育センター　他

※３月開催の大会は、３月号の広報『さくら』をご覧ください。
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 人権・同和対策室（西館１階）  【担当】熊手・千々和　☎37・6136

じんけんフォトコンテスト受賞作品

　
今
回
初
め
て
、
家
庭
・
職
場�

・
地
域
・
学
校
な
ど
で
日
常
生

活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
や
身
近

な
人
々
を
「
人
権｣

と
い
う
視

点
で
捉
え
た
写
真
を
募
集
し
、

た
く
さ
ん
の
作
品
を
応
募
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
入
賞
さ
れ
た
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
後
、
各
公
民
館
や
講
演
会

な
ど
で
展
示
し
活
用
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
度
も
開
催
予

定
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】

・�

作
品
タ
イ
ト
ル

　
「Friend

」

【
優
秀
賞
】

「�

じ
い
じ
の
お
風
呂
は
最
高
だ

よ
！
」

「�

姉
妹
仲
良
く
」

【�

小
城
市
社
会
人
権
・
同
和
教

育
推
進
協
議
会
会
長
賞
】

「
か
え
ろ
う
」

小城市ホームページから
検索フォトコン

 税務課（西館１階）  【担当】小栁・今泉　☎37・61０3

航空写真で土地の確認ができます

「
相
続
に
つ
い
て
登
記
手
続

き
を
行
い
た
い
け
ど
、
亡
く

な
っ
た
家
族
所
有
の
土
地
の
場

所
が
分
か
ら
な
い
」、「
固
定
資

産
税
の
納
税
通
知
書
に
所
有
す

る
番
地
が
書
い
て
あ
る
け
ど
、

場
所
は
ど
こ
な
ん
だ
ろ
う
」
な

ど
、
土
地
の
確
認
で
お
悩
み
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
４
月
か
ら
、
税
務
課
が
保
有

す
る
航
空
写
真
図
（
カ
ラ
ー
）

や
字
図
（
地
番
図
）、
字
図
付

航
空
写
真
図
の
交
付
を
申
請
で

き
ま
す
。

交
付
窓
口

　
税
務
課
（
各
出
張
所
市
民
課

窓
口
で
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
）

発
行
手
数
料

　
１
件
に
つ
き
３
０
０
円

必
要
な
も
の　
土
地
の
所
在
地

が
分
か
る
も
の

（�

例　

納
税
通
知
書
、
名
寄
せ

帳
な
ど
）

・�

印
か
ん（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

※
ご
注
意

　
航
空
写
真
は
、
課
税
資
料
と

し
て
撮
影
し
た
も
の
で
、
測
量

に
よ
り
境
界
を
確
定
し
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

境
界
位
置
な
ど
の
確
認
、
内
容

の
証
明
、
申
請
な
ど
の
資
料
と

し
て
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

小城市ホームページから
検索航空写真

許可無く複製を禁止
します。
▲航空写真の見本
　写真は、平成28年
11月の撮影です。デ
ジタルデータでの交
付はしていません。

AR動画が
見れます
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お知らせ

 高齢障がい支援課（西館１階） 
【担当】土井・辻　☎37・61０８

軽度・中度難聴児補聴器の
購入費を助成します

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・
中

度
の
難
聴
児
に
対
し
て
、
言

語
の
習
得
、
教
育
な
ど
で
健

全
な
発
達
を
支
援
す
る
た

め
、
補
聴
器
の
購
入
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル

が
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
人

年
齢
制
限　
18
歳
以
下

※�

申
請
に
は
医
師
の
意
見
書

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※�

補
聴
器
の
購
入
前
に
助
成

申
請
が
必
要
で
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 高齢障がい支援課（西館１階） 
【担当】福岡・中野　☎37・61０８

特別児童扶養手当および特別
障害者手当などの手当額変更

　平成29年度の各手当額の変更が行われます。
　特別児童扶養手当と特別障害者手当などの手当額
は、0.1％の引き下げとなります。

手当の種類 現在 平成29年
４月分～

特別児童扶養手当１級 51,500円 ５1,4５０円

特別児童扶養手当２級 34,300円 34,２7０円

特別障害者手当 26,830円 ２6,８1０円

障害児福祉手当 14,600円 14,５８０円

経過的福祉手当 14,600円 14,５８０円

 高齢障がい支援課（西館１階）  【担当】辻・土井　☎37・61０８

「発達障がい」について正しい理解を

４
月
２
日
〜
８
日
は

�

発
達
障
が
い
啓
発
週
間

　
「
発
達
障
が
い
」
と
は
、
自

閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

な
ど
の
広こ
う
汎は
ん
性せ
い
発
達
障
が
い
、

学
習
障
が
い
、
注
意
欠
陥
多
動

性
障
が
い
な
ど
、
脳
機
能
の
障

が
い
で
す
。
通
常
は
低
年
齢
に

症
状
が
現
れ
ま
す
が
、
最
近
は

「
大
人
の
発
達
障
が
い
」
も
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

【
例
え
ば
】

・�

こ
だ
わ
り
が
強
く
、
初
め
て

の
出
来
事
や
決
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
へ
の
変
更
が
苦
手
。

・�

時
間
の
感
覚
が
分
か
り
に
く

か
っ
た
り
、
不
快
と
感
じ
る

音
を
聞
き
流
せ
な
か
っ
た
り

す
る
。

・�

相
手
の
話
が
理
解
で
き
な
い
、

思
っ
て
い
る
こ
と
を
う
ま
く

伝
え
ら
れ
な
い
。

・
読
み
書
き
や
計
算
が
苦
手
。

・�

興
味
の
あ
る
も
の
を
す
ぐ
に

触
っ
た
り
、
手
に
取
っ
た
り

す
る
。

・�

目
的
も
な
く
歩
き
回
っ
た
り
、

そ
わ
そ
わ
し
た
り
し
て
休
み

な
く
動
い
て
い
る
。

　
こ
こ
で
示
し
た
も
の
は
ご
く

一
部
で
、
人
に
よ
っ
て
現
れ
方

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ
の
よ
う

な
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
言
動

や
生
活
の
状
況
が
周
囲
か
ら
は

理
解
さ
れ
ず
「
わ
が
ま
ま
」「
行

儀
が
悪
い
」
と
言
わ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
発
達

障
が
い
は
脳
の
機
能
障
が
い
が

原
因
で
あ
り
、
本
人
の
性
格
的

特
徴
や
保
護
者
の
育
て
方
に
よ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障

が
い
の
特
性
を
踏
ま
え
た
周
囲

の
温
か
い
理
解
と
適
切
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
一
人

一
人
の
ペ
ー
ス
に
応
じ
た
発
達

を
促
し
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く

社
会
生
活
に
適
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
気
に
な
る
こ
と
や
悩
み
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
高
齢
障
が
い

支
援
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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 下水道課（東館２階）  【担当】真島・副田　☎37・61２２

公共下水道供用開始に伴う接続手続き

　
３
月
31
日
㈮
か
ら
、
次
の
行

政
区
の
一
部
が
供
用
開
始
区
域

（
下
水
道
を
使
用
で
き
る
区
域
）

に
な
り
ま
す
。

対
象
行
政
区

・�

三
日
月
町
の
社
、戊
、仁
俣
、

土
生
、
甘
木

・�

芦
刈
町
の
東
戸
崎
、
三
条

宅
内
排
水
設
備
工
事

　
下
水
道
を
使
用
す
る
た
め
に

は
、
宅
内
排
水
設
備
工
事
が
必

要
で
す
。
市
が
指
定
し
て
い
る

「
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
に

依
頼
し
、
工
事
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

工
事
費
用

　
宅
内
排
水
設
備
に
か
か
る
費

用
は
、個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

補
助
制
度

　
排
水
設
備
工
事
に
か
か
る
費

用
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で

き
る
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

・�

下
水
道
等
宅
内
改
造
積
立
金

補
助
金
交
付
制
度

・�
水
洗
便
所
等
改
造
資
金
利
子

補
給
金
交
付
制
度

　
市
で
は
、
将
来
に
美
し
い
自

然
を
残
す
た
め
、
家
庭
か
ら
の

生
活
雑
排
水
を
、
浄
化
す
る
下

水
道
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

下
水
道
供
用
開
始
と
な
っ
た
区

域
内
の
家
庭
は
、
早
め
の
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

区
域
の
確
認
や
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小城市ホームページから
検索下水道

 農林水産課（東館１階） 
【担当】桑原・岩崎　☎37・61２５

６次産業化に取り
組んでみませんか

　
市
内
の
農
林
水
産
業
者
の

所
得
向
上
の
た
め
に
、
生
産

だ
け
で
な
く
、
加
工
や
流

通
・
販
売
な
ど
を
行
う
６
次

産
業
化
へ
の
取
り
組
み
に
対

し
支
援
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間

　
４
月
１
日
～
随
時

事
業
実
施
期
間

　
決
定
通
知
の
日
～

　

�

平
成
30
年
３
月
31
日

対
象
事
業

・�

農
林
水
産
業
者
な
ど
が
主

体
的
に
取
り
組
む
事
業

・�

商
工
業
者
お
よ
び
団
体
が

農
林
水
産
業
者
と
連
携
し

て
取
り
組
む
事
業

・�

加
工
品
の
開
発
や
、
新
た

な
販
売
方
式
の
取
り
組
み
、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

補
助
率

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内

※
た
だ
し
、
上
限
あ
り

小城市ホームページから
検索６次産業

クリーンますクリーンます 汚水ます汚水ます 汚水ます汚水ます 公共ます公共ます 本管本管
側溝側溝

官民
境界

官民
境界

道路道路

排水設備排水設備
（個人で設置、管理します）（個人で設置、管理します） （市が設置、管理します）（市が設置、管理します）

下水道下水道

 税務課（西館１階） 
【担当】今泉・鮎川　☎37・61０3

平成29年度固定資産税評価額
の閲覧・縦覧ができます

閲
覧
・
縦
覧
期
間

　
４
月
３
日
㈪
～
５
月
31
日
㈬

　
（
平
日
の
み
）

　
８
時
30
分
～
1７
時
1５
分

閲
覧
場
所

　
税
務
課　
資
産
税
係

　
（
西
館
１
階
）

閲
覧
対
象
者

　
固
定
資
産
の
所
有
者
、
借

地
借
家
人
な
ど

縦
覧
対
象
者

　
納
税
者
（
相
続
人
、
納
税

管
理
人
を
含
む
）

持
参
す
る
も
の

・
印
か
ん

・�

納
税
者
の
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の

・�

代
理
人
は
委
任
状
と
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の

　
（
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）

・�

借
地
借
家
人
は
賃
貸
契
約

書
な
ど

小城市ホームページから
検索閲覧　縦覧
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お知らせ

　
農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、

佐
賀
県
農
業
公
社
（
農
地
中
間

管
理
機
構
と
し
て
佐
賀
県
か
ら

指
定
）
が
、
出
し
手
か
ら
農
地

を
借
り
受
け
て
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
農
地
の
集
約
化
を
す
る

担
い
手
に
貸
し
付
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
農
地
の
有
効
利
用
や

農
地
利
用
の
効
率
化
を
進
め
て

い
く
も
の
で
す
。

募
集
期
間　
随
時

※�

土
、
日
、
祝
日
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

農
地
の
借
り
受
け
を
希
望

　
農
業
公
社
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
佐
賀
県
農
業
公
社

　
☎
２０
・
１
５
９
０

農
地
の
貸
し
付
け
を
希
望

　
農
業
委
員
会
事
務
局
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
中
間
管

理
事
業
を
利
用
す
る
と
、
固
定

資
産
税
が
減
税
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

借り受け 貸し付け

農
地
中
間
管
理
事
業
の
し
く
み

出し手 受け手

高齢で農業を続けられ
ないなぁ…。

信頼できる人に農地を
預けたいなぁ…。

経営規模を拡大したい。
農地の団地化を進めたい。

集落営農組織などの
強化をしたい。

佐賀県農業公社（農地中間管理機構）

県、市町、農業
団体などと一体
となって、事業
の着実な推進に
取り組みます。

県・市町
JA など

連携
協力

 農業委員会事務局（東館２階）  【担当】久原・髙木　☎37・61２6

農地中間管理事業を利用しませんか 小城市ホームページから
検索農地中間管理事業

 総務課（西館２階）  【担当】高塚・古賀　☎37・6113

おぎまんがの連載をスタートしました

　
ふ
る
さ
と
小
城
市
を
楽
し
く

紹
介
す
る
「
お
ぎ
ま
ん
が
」
の

連
載
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
主
人
公
の
謎
の
肥
前
こ
ま
犬

と
小
城
に
住
む
高
校
生
た
ち
が

繰
り
広
げ
る
ド
タ
バ
タ
漫
画
の

中
に
ま
ち
の
魅
力
や
キ
ー
ワ
ー

ド
が
見
え
隠
れ
し
ま
す
。
隅
々

ま
で
お
見
逃
し
な
く
！

　
お
ぎ
ま
ん
が
は
小
城
市
広
報

番
組
お
ぎ
ゅ
っ
と
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
を
は
じ
め
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
、
ピ
ク
シ
ブ

な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

お
ぎ
ゅ
っ
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://ogyutto.jim
do.

com

小城市ホームページから
検索おぎまんが

▲この中に市内の名所・名物がたくさん隠れています。

AR動画が
見れます
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就職などで職場の健康保険に加入する場合
　届出をしないと国保税は課税され続けます。
14日以内に手続きしてください。
　◆持参する物
　・新しく加入した健康保険証（全員分）
　・国保の保険証
　・マイナンバー（世帯主および喪失者全て）

学生で市外に転出する場合
　市外に住所を移しても小城市の国保に継続
して加入できます。※毎年の届出が必要です。
　◆持参する物
　・学生証の写しまたは在学証明書
　　��※４月から入学する人は入学が確認できるもの
　・国保の保険証（差し替えます）　・印かん

試算後の加入をおススメします！
　国保は前年の所得によって保険税が決まります。任意継続の保険料と国保税を試算し、
どちらの健康保険へ加入するかご検討ください。

・国保税の試算　　　⇒　税務課（☎37・61０3）にお問い合わせください。
・任意継続の保険料　⇒　協会けんぽ（☎２7・０611）または加入されている組合にお問い合わせください。

家族の中で、職場の健康保険に加入している人がいますか？

職場の健康保険に加入
した期間が２か月以上
ありますか？

家族の勤務先に扶養に入
れる条件をお問い合わせ
ください。

扶養の手続きをしてください。

任意継続被保険者制度に加入することができます。
※�共済組合など加入期間が１年以上必要な場合
もあります。勤務先にご確認ください。

国保に加入してください。

　退職日の翌日から２０日以内に手続きしてくだ
さい。（加入期間最長２年）
※期間を過ぎると手続きができなくなります。
【問合せ・手続き先】
　全国健康保険協会（協会けんぽ）
　佐賀支部　☎２7・０611
※�協会けんぽ以外の人は、加入されている組合に
お問い合わせください。
※�任意継続被保険者制度は、保険料を納付期日ま

でに納付しなかった場合、加入期間中でも資格
が喪失します。

　退職日の翌日から14日以内に手続きしてくだ
さい。
◆持参する物
・�健康保険の資格を喪失した日および国保に加入
する人が分かる証明書
　または離職日が分かる証明書（離職票など）
・�マイナンバーの分かるもの（世帯主および加入者全て）
・印かん（世帯主および手続きをする人）
・身分証明書

【問合せ・手続き先】国保年金課（西館１階）
届出が遅れた場合でも、国保への加入日は前

の健康保険の資格がなくなった日までさかのぼる
ため、保険税もさかのぼって計算し課税されます。

はい

入れる

いいえ

入れない

はい いいえ

自動的に切り替わ
りません！
手続きが必要です。

　退職して職場の健康保険の資格を喪失した人は、切り替えの手続きが必要
です。期限内の手続きをお願いします。

 国保年金課（西館１階）  【担当】梅木・塚元　☎37・61０1

退職後の国保の手続きはお早めに！
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を

家庭から しましょう！

　家庭から、日本の食品ロス全体の約半数にあたる年間約302万トンが発生しています。食材別
にみると最も多いのは野菜、次いで調理加工品、果実類、魚介類です。

　賞味期限・消費期限が近いものや傷みやすい物を手前に
置く、食材の品目のメモを書くなど、工夫して冷蔵庫内を
整理しましょう。

　冷蔵庫の保存場所を上手に活用すれば、食べ物
はさらに長持ちします。

環境課（西館１階）【担当】石井・山﨑　☎37・6102問

冷蔵庫内の整理

冷蔵庫の機能の活用方法

冷蔵庫を整理・活用して食品ロスを減らしましょう！

「鮮度の低下、腐敗、カビの発生」
「消費期限・賞味期限が過ぎた」

　食品を食べずに捨てた理由として多いのは、 冷蔵庫内で起きる食品ロスの原因
・食材の買い過ぎ
・同じ食材を買って、使い切れない
・食材の賞味期限・消費期限切れ
　などなどが挙げられています。

　家庭から出される生ごみの
中には、手つかずの食品が２
割もあり、さらにそのうちの
４分の１は賞味期限前にもか
かわらず捨てられています。

　ほかにも、多めに作って余った料理や、一度の料理で使い切れなかっ
た肉や野菜は、一回使用分ごとに小分けにして　　　　　で保存し、
早めに食べ切りましょう。

「冷凍庫」

冷蔵庫の機能

パーシャル室（マイナス３度くらいでわずかに凍らせる）

チルド室（０度に保たれている）

野菜室

食材

ブロック肉、魚の切り身など

スライス肉、豆腐など

野菜、果物など
出典（政府広報オンライン　もったいない！食べられるのに捨てられる「食品ロスを減らそう」）

vol.2

じゃがいも
にんじん
牛乳
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１
月
31
日
、
前
厚
生
労
働
審
議
官

の
原は
ら
勝か
つ
則の
り
さ
ん
を
講
師
に
、
介
護
保

険
制
度
改
正
と
新
し
い
地
域
支
援
事

業
の
市
民
公
開
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

団
塊
の
世
代
が
７５
歳
と
な
る

２
０
２
５
年
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者

の
う
ち
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
、

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢

世
帯
が
今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
と
推

計
さ
れ
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
新
し
い
住
民
の
支
え
合
い
の
仕

組
み
づ
く
り
（
地
域
づ
く
り
）
が
大

切
で
す
。

　
今
ま
で
は
、
共
助
（
介
護
保
険
や

医
療
保
険
）
が
基
本
で
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
、
自
助
（
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
）
と
互
助
（
生
活
支
援
・

住
民
主
体
の
支
え
合
い
）
の
取
り
組

み
が
重
要
に
な
り
、
地
域
住
民
同
士

の
助
け
合
い
が
最
も
大
切
に
な
り
ま

す
。

　
市
民
公
開
講
座
へ
の
関
心
は
高
く

２
３
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
今
後
地

域
を
支
え
る
役
と
し
て
興
味
が
あ
る

と
回
答
さ
れ
た
約
６0
人
と
介
護
予
防

と
地
域
づ
く
り
の
勉
強
会
を
行
う
予

定
で
す
。

講
演
会
に
参
加
し
て
の
感
想

○�

少
子
高
齢
化
が
医
療
・
年
金
・
介

護
に
及
ぼ
す
影
響
を
学
ん
だ
。

○�

介
護
や
市
の
現
状
と
今
後
の
方
向

性
が
理
解
で
き
た
。

○�

地
域
を
支
え
る
に
は
各
個
人
の
協

力
が
大
切
。

○�

互
助
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
た
。

○�

サ
ロ
ン
や
社
会
参
加
の
充
実
が
必

要
。

○�

ま
ず
は
、
自
分
が
健
康
に
気
を
付

け
る
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

○�

行
政（
市
役
所
）の
動
き
が
遅
い
。

も
っ
と
市
民
に
周
知
す
べ
き
。

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
定
期
的
に
勉
強
会
を
行
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 高齢障がい支援課（西館１階）  【担当】今泉・北村　☎37・61０８

これからの地域づくり　〜高齢化社会に向けて〜

～今後みんなで取り組まなくてはいけないこと～
○�介護サービスに代わる地域の受け皿つくり
　→通いの場、買い物、食の支援、見守りなど
○元気な高齢者を増やす
　→�生きがいづくり・介護予防を行い、要介護認定者の最小化へ

～超高齢化社会の課題～
○�2025年には団塊の世代が75歳以上になる
○独居や高齢者世帯の増加
○�支える人材不足や財政難で行政や介護サービスではまかなえない！

▲多くの参加者が熱心に聞き入りました。

近隣
（隣近所の住民）

地域住民

自治会
町内会

ボランティア
（個人・グループ）

NPO・
社会福祉法人など

 自発的な福祉活動（地域の支え合い）
・身近な声かけ・見守り　・身近な相談・傾聴
・困りごとへの生活支援（ゴミ出し、草刈り、清掃、移動の援助、食の支援など）
・住民主体の通いの場づくり

行政（自治体）

協
働

バックアップ

11 小城市広報 2 0 1 7年4月号


